
2020年子宮頚部癌ステージ別症例数（当センターで初回治療開始のみ）

治療前ステージ  ０期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 計

66 3 3 8 2 82

2020年子宮頚部癌ステージ別初回治療

 ０期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 計

円錐切除術のみ 56 56

円錐切除術+子宮全摘術 2 1 3

円錐切除術+化学放射線療法 1 1

子宮全摘術のみ 4 1 5

放射線療法（腔内照射）のみ 1 1

放射線療法（外部照射+腔内照射）のみ 2 2 4

化学療法のみ 1 1

化学放射線療法（外部照射+腔内照射） 1 6 1 8

レーザー蒸散術のみ 3 3

計 66 3 3 8 2 82
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